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調印後握手を交わす佐々木市長（右）、寺津代表取締役（中）、 
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こ
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お
役
に
立
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す
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当
市
に
第
十
ハ
番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
窓
ワ
ク
サ
ッ
シ
用
金

型
設
計
製
作
メ
ー
カ
ー
で
ある
醐
昭
伸
精
エ
（
本
社
・
埼
玉
県
鴻
巣

市
、
寺
津
昭
一
代
表
取
締役
）
の
進
出
が
決
ま
り
六
月
十
八
日
、
エ

場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

調
印
式
に
は
、
寺
津
代
表
取
 
補
佐
、

佐
々
木
市
長
、
小
山
内

締
役
、
関
格
県
企
業
立
地
課
長
 

助
役
、
福
士
収
入
役
、
山
口
市
 
 

議
会
議
長
及
び
鎌
田
清
夫
市
議

会
企
業
誘
致
農
工
業
推
進
特
別

委
員
長
ら
十
四
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
当
地
域
経

済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
 
 

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
 
と
あ
いさ
つ
、
こ
れ

に
対
し
て
寺
津
代
表
取
締
役
は
 

「地
元
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
 

十
月
の
操
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
お礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
社
は
、
市
内
神
山
地
区
に

約
二
千
三
百
五
十
平
方
屑
の
用

地
を
取
得
し
、
今
年
の
十
月
か

ら
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
、
 

当
初
は
地
元
を
中
心
に
十
七
人
 

（男
性
十
五
人
、
女
性
二
人
）
 

の
従
業
員
を
採
用
、
年
間
売
上

額
は
五
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
 

製
造
品
目
は
、
窓
ワ
ク
サ
ッ

シ
用
金
型
設
計
製
作
、
省
力
専

用
機
器
設
計
製
作
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

ま
た
同
社
は
、
経
済
環
境
の

変
化
を
見
極
め
て
、
平
成
五
年

度
に
は
従
業
員
を
三
十
五
人
ま

で
増
や
し
、
年
間
の
売
上
げ
を

十
億
円
と
し
た
い
考
え
で
す
。
 

※
従
業
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
 

六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

窓
ワ
ク

サ
ッ
シ
用
金
型
メ
ー
力
ー
 

囲
昭

伸
精
工
の

進
出

決

定
 

瓜報

毎日行
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
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当
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八
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企
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設
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あ
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側
昭
伸
精
工

(本
社
・
埼
玉
県
鴻
巣

市
、
寺
濠
昭
一
代
表
取
締
役
)
の
進
出
が
決
ま
り
六
月
十
八
日
、
工

場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
に
は
、
寺
津
代
表
取

補

佐
、
佐
々
木
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、
小
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県
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長

助
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、
福
士
収
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山
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市
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鎌
田
清
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会
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誘
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特
別

委
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十
四
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出
席
し
ま

し
た
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木
市
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当
地
域
経

済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
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関県企業立地課長補佐(左)

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
こ
れ

に
対
し
て
寺
津
代
表
取
締
役
は

「
地
元
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

十
月
の
操
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

同
社
は
、
市
内
神
山
地
区
に

約
二
千
三
百
五
十
平
方
引
の
用

地
を
取
得
し
、
今
年
の
十
月
か

ら
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
、

当
初
は
地
元
を
中
心
に
十
七
人

(
男
性
十
五
人
、
女
性
二
人
)

の
従
業
員
を
採
用
、
年
間
売
上

額
は
五
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。製

造
品
目
は
、
窓
ワ
ク
サ
ッ

シ
用
金
型
設
計
製
作、

省
力
専

用
機
器
設
計
製
作
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
同
社
は
、
経
済
環
境
の

変
化
を
見
極
め
て
、
平
成
五
年

度
に
は
従
業
員
を
三
十
五
人
ま

で
増
や
し
、
年
間
の
売
上
げ
を

十
億
円
と
し
た
い
考
え
で
す
。

※
従
業
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

前月比

男 23，722 (- 3) 

女 26， 410 1 (+ 9) 

計 50，132 I (+ 6) 

世帯数 16、41 4 〆 (+ 1 6) 
( 5月31日現在往民基本台帳)
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長
谷
川
 
成
一
監
修
兼
編
集
委
 

員
長
 

昭
和
二
十
四
年
生
れ
 

日
本
近
世
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弘
前
大
学
人
文
学
部
教
授
 

黒
滝
 
十
ニ
郎
近
世
部
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員
 

大
正
二
年
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れ
 

日
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世
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専
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市
文
化
財
審
議
委
員
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宏
委
員
 

昭
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三
十
六年
生
れ
 

日
本
経
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専
攻
 

県
立
」
禾
木
農
業
高
校
教
諭
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五
所
川
原
市

史
 

編
集
委
員
の

紹
介
 

平
成
六
年
に
、
市
制
施
行
四
＋
周
年
を迎
え
る
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
市
で
は
「
五
所
川
原
市
史
二
全
五巻
）
の
刊
行
を
計
画
し

て
お
り
、
昨
年
＋
月
に
十
ニ
人
の
編
集
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
改
め
て
こ
こ
に
ご紹
介
い
た
しま
す
。
 

調
査
の
おり
、
皆
様
の
ご
家
庭
を
訪
間
さ
れ
る
こ
と
もあ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、そ
の
際
に
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
うよ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
 

浪
川
 
健
治
委
員
 

昭
和
二
十
八
年
生
れ
 

日
本
近
世史
専
攻
 

弘
前
大
学国
史
研
究
会
会員
 

小
岩
 
信竹
近
・
現代
部
会
長
 

昭
和
十
九
年
生
れ
 

近
代
日
本
経
済
史
専
攻
 

東
京
水
産
大
学
教授
 

河
西
 
英
通
委
員
 

昭
和
二
十
八年
生
れ
 

日
本
近
代
史専
攻
 

上
越
教
育
大
学
助
教
授
 

【
 

小
口
 
雅
史
自
然
・
原
始
・
古
 

、
・
 
、
 

代
・
中
世
部会
長
 

．
 

一
 
●
 

昭
和
三
十
一
年
生
 

l
r
 
‘
 
日
木

古
代
山世
」
失云
経
済史
専
攻
 

「
 

弘
前
大
学人
文
学
部
助
教
授
 

 

鳳
 

 

浅
倉
 
有
子
委
員
 

昭
和
三
十
一
年
生
れ
 

日
本
近
世史
専
攻
 

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
 

講
師
 

 

。
 

 

 

成
田
 
敏
委

員
 

昭
和
二
十
二
年
生
れ
 

民
俗
学
専
攻
 

県
立
郷
土
館
主
任
学芸
員
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原
市
史

編
集
委
員
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紹
介

平
成
六
年
に
、
市
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
事
業
の
一

環

と
し
て
、
市
で
は

「五
所
川
原
市
史
」(全
五
巻
)
の
刊
行
を
計
画
し

て
お
り
、
昨
年
十
月
に
十
二
人
の
編
集
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
改
め
て
こ
こ
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

調
査
の
お
り
、
皆
様
の
ご
家
庭
を
訪
問
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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市
で
は
、「五
所
川
原
市
史
」
 

の
発
刊
に
向
けて
、
現
在
本
格

的
な
調
査
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
 

今
後
、調
査
の
進
展
に
伴
い
、
 

そ
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
こ
の

欄
を
設
け
、
各
部
会
ご
と
に
紹

介
し
ま
す
。
 

今
回
は
、
第

一
回
目
と
し
て

編
集
委
員
長
と
各
部
会
長
に
市

史
編
纂
の
抱
負
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
0
 

市
史
の
 

編
纂
に
あ
た
っ
て
 

監
修
兼
編
集
委
員
長

長
谷

川
 
成
 

一
 

「市
民
に
と
っ
て
、
親
し
み

や
す
く
身
近
か
な
も
の
と
し

て
読
ん
で
も
ら
え
る
市
史
と

は
、
い
か
な
る
も
の
か
」
 

と
い
う
の
が
、
本
市
史
編
纂

を
依
頼
さ
れ
た
際
に
、
最
初
に

私
の
脳
裏
に
浮
ん
だ
事
でし
た
。
 

現
在
、
各
地
に
お
い
て
自
治

体
史
の
刊
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
 

様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
 
 

ま
す
。
本
市
史
に
お
い
て
は
、
 

民
衆
の
生
活
や
女
性
史
の
視
点

を
盛
り
込
ん
で
市
民
の
視
座
に

立
脚
し
た
内
容
と
し
、
ま
た
見

て
楽
し
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
編
集

に
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

平
易
に
執
筆
す
る
こ
と
と
学

間
的
に
高
度
な
情
報
を
盛
り
込

ん
だ
市
史
を
作
る
こ
と
は
、
本

来
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
、
編
集

委
員
の
力
量
と
努
力
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
 

編
集
委
員
の
方
々
は
、
地
元
出

身
の
委
員
、
県
内
の
委
員
、
県

外
の
委
員
と
、
広
く
各
分
野
の

第

一
線
で活
躍
し
て
い
る
人
材

に
参
加
を
あ
お
ぎ
、
委
員
会
は

青

・
壮
・
熟
と
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
構
成
と
し
ま
し
た
。
 

調
査
と
研
究
に
基
づ
い
た
執

筆
を
目
標
と
し
て
、
現
在
調
査

活
動
に
は
い
っ
て
お
り
、
す
で

に
貴
重
な
史
資
料
の
発
見
も
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
、
我
 
 

々
の
編
纂
事
業
は
到
底
な
し
え

な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
な

に
と
ぞ
温
か
い
ご
支
援
を
賜
わ

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

自
然

・
原
始
・
古

代

・
中
世
編
の
編

纂
に
あ
た
っ
て
 

自
然
・原
始
・
古
代・
中
世
部会
長

小
 
口
 
雅
 
史
 

私
ど
も
の
部
会
で
は
、
五
所

川
原
の
歴
史
の
中
で最
も
古
い
、
 

分
ら
な
い
こ
と
の
多
い
時
代
を

扱
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
市
民

の
皆
様
の
御
期
待
も
高
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
、
学
問
的

に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
踏

み
込
ん
で
、
編
纂
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
に
関
す
る
史
料
は

少
な
い
の
で
、
当
部
会
で
は
考

古
学
の
成
果
を
活
用
し
ま
す
。
 

現
在
市
内
の
全
遺
跡
の
番
柳
調

査
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
皆

様
の
り
ん
ご
畑
等
か
ら
出
土
し

た
遺
物
に
つ
い
て
の
情
報
は
ど
 
 

ん
ど
ん
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま

た
そ
れ
が
陶
磁
器
で
も
捨
て
な

い
で
と
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
中
世
の

も
の
で
、
は
る
か
中
国
や
朝
鮮

か
ら
の
渡
来
品
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
五
所
川
原
中
世
史
解
明
の

鍵
に
な
る
可
能
性
も
あ
りま
す
。
 

な
お
当
市
で
は
知
ら
れ
ざ
る
立

派
な
中
世
城
郭
の
存
在
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
を
通

じ
て
中
世
豪
族
の
姿
の
解
明
も

は
か
り
ま
す
。
御
期
待
下
さ
い
。
 

高
水
準
で
 

平
易
な
市
史
 

近
世
部
会
長
 

黒
 
滝
 

＋
ニ
郎
 

最
初
に
編
集
委
員
を
紹
介
し

ま
す
。
浪
川
健
治

・
浅
倉
有
子

氏
は
、
北
海
道
、
北
東
北
地
方

の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
業
績
を

あ
げ
て
い
る
若
手
研
究
者
で
す
。
 

そ
れ
に
地
元
の
歴
史
に
ご
造
詣

の
深
い
豊
島
勝
蔵
氏
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
監
修
者
で
近
世

史
が
専
門
の
長
谷
川
成
一
氏
に
 
 

筆
者
を
入
れ
て
五
名
で
す
。
 

次
に
編
集
に
際
し
て
は
左
の

よ
う
な
点
に
留
意
し
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
県
内
で
は
多
数
の

市
町
村
史
が
発
刊
さ
れ
て
き
た

が
、
 一
部
を
除
い
て
必
ず
し
も

優
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
こ

と
は
事
実
で
す
。
 

右
の
反
省
に
も
と
づ
い
て
、
 

学
界
で
評
価
さ
れ
得
る
、
言
い

か
え
れ
ば
、
歴
史
学
の
研
究
に

使
用
で
き
る
レ
ベ
ル
の
も
の
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。同
時
に
江
戸

時
代
の
当
市
域
の
人
々
が
、
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か

を
理
解
で
き
る
よ
う
、
平
易
な

記
述
で
市
民
に
親
し
め
る
よ
う

充
分
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
ご
家
庭
所
蔵
の

記
録
等
を
拝
借
致
し
た
く
紙
上

よ
り
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

近
代

・
現
代
編
の

編
集
に
つ
い
て
 

近
・
現
代
部
会
長
 

小
 
岩
 

信
 
竹
 

明
治
維
新
以
来
の
五
所
川
原

の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

は
現
在
の
市
域
に
は
村
々
が
あ

り
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
そ
 
 

の
状
態
が
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、
 

明
治
十
一
年
に
は
郡
役
所
が
置

か
れ
、
そ
の
後
の
発
展
の
基
礎

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
明
治

三
十
一
年
に
は
町
制
が
施
行
さ

れ
、
津
軽
地
方
の
北
部
の
交
易

の
中
手
地
と
し
て
の
位
置
が
固

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
大
正
期
に

入
る
と
五
所
川
原
と
川
部
間
の

鉄
道
が
開
通
す
る
な
ど
、
そ
の

後
の
一
層
の
発
展
の
基
礎
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
五
所
川

原
は
西
北
五
地
方
の
中
心
の
町

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
役
割
は
、
政

治
や
経
済
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
教
育
や
文
化
の
面
で

も
同
様
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
発
展
と
戦
争
を
は
さ
ん

で
の
変
化
や
、市
制
施
行
以
後

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
歩
み

を
、
史
料
の
裏
づ
け
を
得
な
が

ら
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と

い
う
の
が
、
近
代
・
現
代
編
の

編
集
の
姿
勢
であ
り
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
た
親
し
み
や
す
い

市
史
の
作
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
 

(第738号)

「市
民
に
と

っ
て
、
親
し
み

ゃ
す
く
身
近
か
な
も
の
と
し

て
読
ん
で
も
ら
え
る
市
史
と

は
、
い
か
な
る
も
の
か
」

と
い
う
の
が
、
本
市
史
編
纂

を
依
頼
さ
れ
た
際
に
、
最
初
に

私
の
脳
裏
に
浮
ん
だ
事
で
し
た
。

現
在
、
各
地
に
お
い
て
自
治

体
史
の
刊
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り

市
史
編
纂
だ
よ
り

市
で
は
、
「五
所
川
原
市
史
」

の
発
刊
に
向
け
て
、
現
在
本
格

的
な
調
査
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
、
調
査
の
進
展
に
伴
い
、

そ
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
こ
の

欄
を
設
け
、
各
部
会
ご
と
に
紹

介
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
一
回
目
と
し
て

編
集
委
員
長
と
各
部
会
長
に
市

史
編
纂
の
抱
負
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

広報ごしょがわら

市
史
の

編
纂
に
あ
た
っ
て

監
修
兼
編
集
委
員
長

長
谷
川

成

一

③平成3年(1991年)7月 1日

ま
す
。
本
市
史
に
お
い
て
は
、

民
衆
の
生
活
や
女
性
史
の
視
点

を
盛
り
込
ん
で
市
民
の
視
座
に

立
脚
し
た
内
容
と
し
、
ま
た
見

で
楽
し
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
編
集

に
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
易
に
執
筆
す
る
こ
と
と
学

問
的
に
高
度
な
情
報
を
盛
り
込

ん
だ
市
史
を
作
る
こ
と
は
、
本

来
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
市

民
の
皆
織
の
ご
協
力
と
、
編
集

委
員
の
力
量
と
努
力
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
て
お
削
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

編
集
委
員
の
方
々
は
、
地
元
出

身
の
委
員
、
県
内
の
委
員
、
県

外
の
委
員
と
、
広
く
各
分
野
の

第

一
線
で
活
蹴
し
て
い
る
人
材

に
参
加
を
あ
お
ぎ
、
委
員
会
は

青

・
壮

・
熟
と
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
構
成
と
し
ま
し
た
。

調
査
と
研
究
に
基
づ
い
た
執

筆
を
目
標
と
し
て
、

現
在
調
査

活
動
に
は
い

っ
て
お
り
、
す
で

に
武
重
な
史
資
料
の
発
見
も
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
、
我

々
の
編
纂
事
業
は
到
底
な
し
え

な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
な

に
と
ぞ
温
か
い
ご
支
援
を
賜
わ

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
・
原
始
・
古

代
・
中
世
編
の
編

纂
に
あ
た
っ
て

自
然
・
原
始
・古
代
・中
世
部
会
長

小

口

雅

史

私
ど
も
の
部
会
で
は
、
五
所

川
原
の
歴
史
の
中
で
最
も
古
い
、

分
ら
な
い
こ
と
の
多
い
時
代
を

扱
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
市
民

の
皆
様
の
御
期
待
も
高
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
、
学
問
的

に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
踏

み
込
ん
で
、
編
纂
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

五
所
川
原
に
関
す
る
史
料
は

少
な
い
の
で
、
当
部
会
で
は
考

古
学
の
成
果
を
活
用
し
ま
す
。

現
在
市
内
の
全
遺
跡
の
悉
皆
調

査
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
皆

様
の
り
ん
ご
畑
等
か
ら
出
土
し

た
遺
物
に
つ
い
て
の
情
報
は
ど

、、E
E

，If

a唱
.
.
.
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ん
ど
ん
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま

た
そ
れ
が
陶
磁
器
で
も
捨
て
な

い
で
と

っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
中
世
の

も
の
で
、
は
る
か
中
国
や
朝
鮮

か
ら
の
渡
来
口
聞
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
五
所
川
原
中
世
史
解
明
の

鎚
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

な
お
当
市
で
は
知
ら
れ
ざ
る
立

派
な
中
世
城
郭
の
存
在
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
を
通

じ
て
中
世
豪
族
の
姿
の
解
明
も

は
か
り
ま
す
。
御
期
待
下
さ
い
。

高
水
準
で

平
易
な
市
史

近
世
部
会
長

黒

滝

十

郎

最
初
に
編
集
委
員
を
紹
介
し

ま
す
。
浪
川
健
治
・
浅
倉
有
子

氏
は
、
北
海
道
1
北
東
北
地
方

の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
業
績
を

あ
げ
て
い
る
若
手
研
究
者
で
す
。

そ
れ
に
地
元
の
歴
史
に
ご
造
詣

の
深
い
豊
島
勝
蔵
氏
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
監
修
者
で
近
世

史
が
専
門
の
長
谷
川
成

一
氏
に

筆
者
を
入
れ
て
五
名
で
す
。

次
に
編
集
に
際
し
で
は
左
の

よ
う
な
点
に
留
意
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
内
で
は
多
数
の

市
町
村
史
が
発
刊
さ
れ
て
き
た

が
、

一
部
を
除
い
て
必
ず
し
も

優
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
こ

と
は
事
実
で
す
。

i

右
の
反
省
に
も
と
守
つ

い
て
、

学
界
で
評
価
さ
れ
得
る
、
言
い

か
え
れ
ば
、
歴
史
学
の
研
究
に

使
用
で
き
る
レ
ベ
ル
の
も
の
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
江
戸

時
代
の
当
市
域
の
人
々
が
、
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か

を
理
解
で
き
る
よ
う
、
平
易
な

記
述
で
市
民
に
親
し
め
る
よ
う

充
分
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
ご
家
庭
所
蔵
の

記
録
等
を
拝
借
致
し
た
く
紙
上

，
よ
り
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

近
代
・
現
代
編
の

編
集
に
つ
い
て

近

・
現
代
部
会
長

小

岩

信

竹

明
治
維
新
以
来
の
五
所
川
原

の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

は
現
在
の
市
域
に
は
村
々
が
あ

り
、
明
治
に
入

っ
て
か
ら
も
そ

の
状
態
が
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、

明
治
十

一
年
に
は
郡
役
所
が
置

か
れ
、
そ
の
後
の
発
展
の
基
礎

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
明
治

三
十

一
年
に
は
町
制
が
施
行
さ

れ
、
津
軽
地
方
の
北
部
の
交
易

の
中
手
地
と
し
て
の
位
置
が
固

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
大
正
期
に

入
る
と
五
所
川
原
と
川
部
聞
の

鉄
道
が
開
通
す
る
な
ど
、
そ
の

後
の

一一
層
の
発
展
の
基
礎
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
五
所
川

原
は
西
北
五
地
方
の
中
心
の
町

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
役
割
は
、
政

治
や
経
済
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
教
育
や
文
化
の
面
で

も
同
械
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
発
展
と
戦
争
を
は
さ
ん

で
の
変
化
や
、
市
制
施
行
以
後

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
歩
み

を
、
史
料
の
裏
づ
け
を
得
な
が

ら
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と

い
う
の
が
、
近
代

・
現
代
編
の

編
集
の
姿
勢
で
あ
り
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
た
親
し
み
ゃ
す
い

市
史
の
作
成
を
目
指
し
て
い
ま

す。
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関係者によるテープカット 

立体交差事業の完成を祝って渡り初めをする関係者 

×
 

姥蒐●田川線立体交差と 

新湊橋の完成祝い渡り初め 

姥ぎ面厩競厩差事葉筋湊橋媛f 
市
内
外
か
ら
の
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
！

・
 

き
れ

い
な
水
だ
ネ
 

「あ
り
が
と
う
水
道
デ

ー
」
 

開
か
れ
る
 

市
内
湊
地
区
の
交
通
渋
滞
を

解
消
す
る
た
め
エ
事が
進
め
ら

れ
て
い
た
都
市
計
画
道
路3

・
 

5

・
3
号
姥
落
・
田
川
線
湊
跨
 

（こ
）
道
橋
と
、
国
道
3
3
9
 

号
新
湊
橋
が
完
成
し
六
月
＋
四

日
、
竣
工
式
と
交
通
安
全
を
祈

願
し
て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

都
市
計
画
道
路
3

・
5

・
3
 

号
姥
落
・
田
川
線
立
体
交
差
事

業

（跨
道
橋
、
立
体
交
差
道
、
 
 

総
事
業
費
十
一
億
二
千
万
円
）
 

は
、
県
が
立
体
部
の
工
事
を
J
 

R
東
日
本
に
委
託
し
て
昭
和
六

十

一
年
か
ら
建
設
を
進
め
て
い

た
も
の
で
、
延
長
五
百
七
十
屑
 

（う
ち
跨
道
橋
部
分
十
八

・
一
一
 

H
）
、幅
員
は
十
二
屑
で
両
側
に

歩
道
を
配
置
し
て
い
ま
す
0
 

新
湊
橋
は
昨
年
十
一
月
か
ら
、
 

ま
た
立
体
交
差
道
も
今
年
四
月

か
ら
供
用
を
開
始
し
て
お
り
、
 

市
内
外
か
ら
の
交
通
が
ス
ム

ー
 
 

ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
の
竣
工式
と
交
通
安

全
祈
願
祭
に
は
、
山
内
善
郎
副

知
事
や
田
津
吉
郎
、木
村
守
男
、
 

山
内
弘
の
三
国
会
議員
、
佐
々

木
策
造
市
長
、
そ
れ
に
工
事
関

係
者
な
ど
約
五
十
人
が出
席
し
、
 

神
事
の
あ
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
さ
か
え
保
育
園
児
三

士

一
人の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
渡

り
初
め
を
し
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。
 

一
滴
の
水
も
地
球
の
贈
り
も

の
ー
ぎ

ア
 
マ
に
、
第
三
十

三
回
全
国
水
道
週
間
の
多
彩
な

行
事
の
一
環
と
し
て
、
六
月
1
11
 

日
、
市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場

に
於
て
、「あ
り
が
と
う
水
道
デ
 

ー
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
市

民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、市
水
道
事
業
所
と
西

北
五
管
工
事
業
協
同
組
合
（
山

口
孝
夫
理
事
長
）
の
丑濯
で
行
わ
 

/
 
 

れ
た
も
の
で
、会
場
に
は
、水
道

検
査
機
器
及
び
陶
器
の
展
示
、
 

二
級
配
管
技
工
の
実
技
講
習
会

の
コ
ー
ナ
ー
等
も
あ
り
、市
民

は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

又
、
朝
早
く
か
ら
か
け
つ
け

た
チ
ビ
ッ
子
達
は
、
赤
・
黄

・

白
と
、
色
と
り
ど
り
の
風
船
や

綿
あ
め
を
手
に
、
会
場
の
真
中

に
据
え
ら
れ
た
、
に
わ
か
噴
水

に
、
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。
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(第738号)④

姥惹・田川線立体交差と

新湊橋の完成祝い渡り初め

広報ごしょがわら平成 3年(1991年)7月1日

市
内
外
か
ら
の
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
f

市
内
湊
地
区
の
交
通
渋
滞
を

解
消
す
る
た
め
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
都
市
計
画
道
路
3
・

5
・
3
号
姥
落
・
田
川
線
湊
跨

(こ
)
道
橋
と
、
国
道
3
3
9

号
新
湊
橋
が
完
成
し
六
月
十
四

日
、
雄
工
式
と
交
通
安
全
を
祈

願
し
て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

都
市
計
画
道
路
3
・
5
・
3

号
姥
泊
・
田
川
線
立
体
交
差
事

業

(跨
道
橋
、
立
体
交
差
道
、

姥葱・国111線立体交差事業及び護構強工

総
事
業
資
十

一
億
二
千
万
円
)

は
、
県
が
立
体
部
の
工
事
を
J

R
東
日
本
に
委
託
し
て
昭
和
六

十

一
年
か
ら
建
設
を
進
め
て
い

た
も
の
で
、
延
長
五
百
七
卜
灯

(う
ち
跨
道
橋
部
分
十
八

・
二

口)、

幅
員
は
ト
二
日
で
両
側
に

歩
道
を
配
置
し
で
い
ま
す
。

新
湊
橋
は
昨
年
十

一
月
か
ら、

ま
た
立
体
交
差
道
も
今
年
四
月

か
ら
供
用
を
開
始
し
て
お
り
、

市
内
外
か
ら
の
交
通
が
ス
ム

l

JII. 

驚

ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
口
の
竣
工
式
と
交
通
安

全
祈
願
祭
に
は
、

山
内
善
郎
副

知
事
や
田
津
吉
郎
、
木
村
守
男
、

山
内
弘
の
三
国
会
議
員
、
佐
々

木
品
木
造
市
長
、
そ
れ
に
工
事
関

係
者
な
ど
約
五
卜
人
が
出
席
し
、

神
事
の
あ
と
テ
l
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
さ
か
え
保
育
園
児
三

卜
二
人
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
渡

り
初
め
を
し
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

関係者によるテープカット

き
れ
い
な
水
だ
ネ

「
あ
り
が
と
う
水
道
デ
i
」

聞
か
れ
る

一
滴
の
水
も
地
球
の
贈
り
も

の
ー
ー
を
テ
l
マ
に
、
第
一
一
干

三
回
全
国
水
道
週
間
の
多
彩
な

行
事
の

一
環
と
し
て
、
六
月
三

口
、
市
役
所
前
お
ま

つ
り
広
場

に
於
で
、
「
あ
り
が
と
う
水
道
デ

l
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
市

民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
水
道
事
業
所
と
西

北
五
管
工
事
業
協
同
組
合

(山

口
孝
夫
理
事
長
)の
共
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
会
場
に
は
、
水
道

検
査
機
器
及
び
陶
器
の
展
示
、

二
級
配
管
技
工
の
実
技
講
習
会

の
コ
ー
ナ
ー
等
も
あ
り
、
市
民

は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

又
、
朝
早
く
か
ら
か
け
つ
け

た
チ
ビ
ッ
子
達
は
、
赤
・
黄

・

白
と
、
色
と
り
ど
り
の
風
船
や

糾
あ
め
を
手
に
、
会
場
の
其
中

に
据
え
ら
れ
た
、
に
わ
か
噴
水

に
、
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。
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育
て
よ
～つ
緑
豊
か
な
自
然
の
大
地
 
浦
湯
 

代
表
へ
贈
り
物
 

市
で
は
六
月
九
日
、
狼
野
長

根
公
園
で
「
市
民
植
樹
祭
」
を
 

植樹する参加者たち 

行
い
ま
し
た
。
 

植
樹
祭
に
は
、
家
族
づ
れ
の

市
民
を
は
じ
め
、
野
里
小
学
校
、
 

東
小
学
校
の
緑
の
少
年
団
、
関

係
者
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

開
会
式
で
佐
々
木
市
長
は
、
 

フ
」
れ
から
も
植
樹
祭
を
開
催

し
、
み
ど
り
の
森
を
造
成
し
て

い
き
た
い
」
 
と
あ
い
さつ
を
述

べ
ま
し
た
。
 

ン
バ
ハ
十
一
本
、
ソ
メ
イ
ョ
シ

ノ
三
十
一
本
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
三

十

一
本
を緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

づ
く
り
に
願
い
を
込
め
て
、
 一

本

一
本
丁寧
に
植
え
付
け
ま
し

た
。
 

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
記
念

の
サ
ツ
キ
の
苗
木
が
贈
ら
れ
、
 

晴
れ
わ
た
っ
た
青
空
の
下
、
さ

わ
や
か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
 

こ
の
後
参
加
者
は
、
シ
ラ
カ
 

ザ
」
寄
付
あ
り
が
と

、つ
ザ」
ざ
い
ま
す
 

（山
口
孝
夫
理
事
長
）ー
 
道
感
 
金
。

雲
仙
の
被
災
者
に
と
五
万
 

ー
市
連
合
婦
人

会
ー
 

ー
国
際
ソ
ロ
プ
チ
I
I
I
K
ト

ー
 

「市
民
の
代
表
の
お
父
さ
ん
、
 

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
五
所

川
原
市
連
合
婦
人
会

（高
満
タ

力
会
長
）
と
国
際
ソ
ロ
プ
チ
II、
 

ス
ト
五
所
川
原
（
蒔
田
恵
智
子

会
長
）
は
父
の
日
を
前
に
六
月

十
三
日
、
市
役
所
に
佐
々
木
策

造
市
長
、
山
口
徳
二
市
議
会
議

長
、
小
堀
安
雄
市
総
務
部
長
を

訪
れ
、
花
束
と
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
ら
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
代

表
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
大
変

光
栄
で
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。
 

会
員
か
ら
花
束
を
受

け
る
佐
々
木
市
長
ら
 

＠
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
 

謝
デ
ー
の
収
益
金
を社
会
福
祉

ズ
ク
ラ
ブ
（
工藤
繁
男
会
長
）ー
 
に

と
七
万
五
千
円
。
 

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
五
万
円
。
 

に
と
七
万
五
千
円
。
 

二
千
余
円
、
社
会
福
祉
に
と
六

万
七
千
余
円
。
 

⑥
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合
 

＠
五
所
川
原
料
飲
業
協
同
組
合
 

＠
江
良
産
業
囲
（江
良
力
社
長
）
 

（貴
田
孝
悦
理
事
長
）ー
 
三
回
 
上
字

校
図
書
購
入
費
と
し
て
四

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
の
募
 
十
万
円
。
 

第
二
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
 

写
生
大

会
入

賞
者
 

※
松
野
木
小
学
校
→
（
松）
、野

里
小
学
校
→
（
野）
、羽
野
木
沢

小
学
校
→
（羽
）
に略
し
ま
す
の

雲

」了
承
く
だ
さ
い
。
 

一
年
〇
特
別
賞
…
小
山
内
健
悟
 

（
野
）〇
金
賞
…
石
岡
宙
（野
）
 

〇
銀
賞
…
渋
谷
彩
水
（
野
）
〇

銅
賞
…
工
藤
慎
士
、土
岐
幸
子
、
 

秋
元
直
樹
（
以
上
野
）
〇
佳
作

…
太
田
裕
子
、
新
谷
香
織
（
以

上
羽
）
、土
岐
綾
美
（
野
）
、片
岡

慎
吾
（
松
）
 

ニ
年
〇
特
別
賞
…
成
田
星
児
 

（
野）
〇
金
賞
…
長
尾
徹
也
（
松）
 

〇
銀
賞
…
伊
藤
恵

（
野）
〇
銅

賞
…
片
岡
恒
誠
、長
尾
優
紀
（
以

上
松
）
、須
藤
陽
介
（
野
）
〇
佳

作

・
・
石
岡
信
（
野
）
、長
尾
優
樹
 

（
松）
、阿
部
道
、
工
藤
孝
行
（
以

上
羽
）
 

三
年
〇
特
別
賞
…
石
岡
卓
也
 

（
野）
〇
金
賞
・・
白
戸信
和
（
野）
 

〇
銀
賞
…
三
上
美
歩
（
羽
）
〇

銅
賞
…
小
笠
原
一
成
（
羽
）
、長

尾
武
也
、
長
尾
政
人
（以
上
野
）
 

〇
佳
作
…
横
嶋
里
奈
（
松
）
、阿

部
真
弓
、
阿
部
絵
美
（以
上
羽
）
、
 

土
岐
伸
子
（
野
）
 

（
敬
称
略
）
 

四
年
〇
特
別
賞
…
今
さ
や
か
 

（羽
）
〇
金
賞
…
土
岐
清
治
（野
）
 

〇
銀
賞
…
阿
部
達
也
（
羽
）
O
 

銅
賞
…
小
田
桐
絵
美
、
小
笠
原

恵
（
以
上
野
）
、斉
藤
雄
悟
（松
）
 

〇
佳
作
…
奈
良
保
、松
野
徹
也
、
 

石
岡
小
百
合
（
以
上
野）
、長
尾

亜
希

（
松
）
 

五
年
o
特
別
賞
…
清
野
真
理
子
 

（松
）
o
金
賞

・柳
原
真
（羽
）
 

〇
銀
賞
…
阿
部
誠
司
（
羽
）
〇

銅
賞
…
長
尾
竹
朗
（
野
）
、長
尾

渡
、
長
尾
和
加
奈

（
以上
松
）
 

o
佳
作
…
松
野
志
保
、
土
岐
敦

史
（
以
上
野
）
、横
嶋
茜
、
工
藤

奈
保
子
（
以
上
松
）
 

六
年
〇
特
別
賞
…
石
岡
賢

一
 

（
野
）〇
金
賞
…
雨
森
保
彦
（羽
）
 

〇
銀
賞
…
阿
部
め
ぐ
み
（
羽
）
 

〇
銅
賞
…
斉
藤
美
雪
（
野
）
、長

内
由
美
（
松
）
、阿
部
育
子
（羽
）
 

〇
佳
作
…
沢
田
研
二
，
小
林
礼

子
（
以
上
羽
）
、成
田
恵
津
子
、
 

石
岡
は
る
か

（
以
上
野
）
 

⑥
作
品
の
展
示
 

▽
期
日
 
七
月
五
日
、
七
日
 

▽
場
所
 
丸
友
デ
パ
ー
ト
五
階
 

(第738号)

育
て
よ
う
緑
豊
か
な
自
然
の
大
地

市
で
は
六
月
九
日
、
狼
野
長

根
公
園
で
「
市
民
植
樹
祭
」
を

広報ごしよかわら

植樹する参加者たち

行
い
ま
し
た
。

植
樹
祭
に
は
、
家
族
づ
れ
の

市
民
を
は
じ
め
、
野
旦
小
学
校
、

東
小
学
校
の
緑
の
少
年
団
、
関

係
者
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

開
会
式
で
佐
々
木
市
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
植
樹
祭
を
開
催

し
、
み
ど
り
の
森
を
造
成
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

こ
の
後
参
加
書
は
、
シ
ラ
カ

ン
パ

ハ
十

一
本、

ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
三
卜

一
本
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
三

卜

一
本
を
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

づ
く
り
に
願
い
を
込
め
て
、

一

本

一
本
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し

た
。ま

た
、
参
加
寄
全
品
に
記
念

の
サ
ツ
キ
の
苗
木
が
贈
ら
れ
、

晴
れ
わ
た
っ
た
汗
空
の
下
、
さ

わ
や
か
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
謝
デ
l
の
収
益
金
を
社
会
福
祉

三
千
余
円
、
社
会
福
祉
に
と
六

ズ
ク
ラ
ブ
(
工
藤
繁
児
会
長
)|

に

と

七

万

五

千

円
。

万
七
千
余
円
。

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
五
万
円
。

⑤ 平成 3年(1991年)7月 1日

。
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合

(山
口
孝
夫
理
事
長
)|
水
道
感

。
五
所
川
原
料
飲
業
協
同
組
合

(
貧
困
孝
悦
理
事
長
)
!
第
三
回

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
の
募

金
。
雲
仙
の
被
災
者
に
と
五
万

。
江
良
産
業
側
(江
良
力
社
長
)

l一子
校
図
書
購
入
費
と
し
て
四

十
万
円
。

市
民
の

代
表
へ
贈
り
物

市
連
合
婦
人
会
|

ー
国
際
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
ト
|

「
市
民
の
代
表
の
お
父
さ
ん
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
五
所

川
原
市
連
合
財
人
会

(高
満
タ

カ
会
長
)
と
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
五
所
川
原

(蒔
田
恵
智
チ

会
長
)
は
父
の
臼
を
前
に
六
月

卜
三
日
、
市
役
所
に
佐
々
木
地
木

造
市
長
、
山
口
徳
二
市
議
会
議

長、

小
堀
安
雄
市
総
務
部
長
を

訪
れ
、
花
束
と
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
ら
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
代

表
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
大
変

光
栄
で
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。会

員
か
ら
花
束
を
受

け
る
佐
々
木
市
長
ら

四
年

O
特
別
賞
・
:
今
さ
や
か

(羽
)
O
金
賞
:
・
土
岐
清
治
(野
)

O
銀
賞
:
・
阿
部
達
也

(羽
)
O

銅
賞
・
:
小
田
桐
絵
美
、
小
笠
原

恵

(以
上
野
)、
斉
藤
雄
悟
(松
)

O
佳作・・・
奈
良
保
、松
野
徹
也
、

石
岡
小
百
合

(
以
上
野
)、
長
尾

亜
希

(松
)

五
年
O
特
別
賞
・・
・清
野
真
理
子

(松
)
O
金
賞
・
:柳
原
真
(羽
)

O
銀
賞
・
:
阿
部
誠
司

(羽
)
O

銅
賞
:
・
長
尾
竹
朗

(野
)、
長
尾

波、

長
尾
和
加
奈

(以
上
松
)

O
佳
作
・
:松
野
志
保
、
土
岐
敦

史

(以
上
野
可
横
陥
商
、
工
藤

奈
保
子
(
以
上
松
)

六
年

O
特
別
賞
:
・
石
岡
賢
一

(野
)
O
金
賞
:
・
雨
森
保
彦
(羽
)

O
銀
賞
・
:
阿
部
め
ぐ
み

(羽
)

O
銅
賞
・:
斉
藤
美
雪

(野
)、
長

内
由
美

(
松
)、
阿
部
育
子
(羽
)

O
佳
作
・:
沢
田
研
二
、
小
林
礼

子

(以
上
羽
)、
成
田
恵
津
子
、

石
岡
は
る
か

(以
上
野
)

第
二
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り

写
生
大
会
入
賞
者

(敬
称
略
)

※
松
野
木
小
学
校
↓
(松
)
、
野

里
小
学
校
↓
(野
)、
羽
野
木
沢

小
学
校
↓
(羽
)
に
略
し
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一
年
O
特
別
賞
:
・
小
山
内
健
悟

(野
)
O
金
賞
:
・石
岡
宙
(
野
)

O
銀
賞
:
・渋
谷
彩
水

(野
)

O

銅
賞
・:
工
藤
悼
士
、
土
岐
幸
チ
、

秋
元
直
樹

(以
上
野
)
O
佳
作

:・
太
田
裕
子
、
新
谷
香
織

(以

上
羽
)、
土
岐
綾
美

(野
)、
片
岡

慎
吾

(松
)

二
年

O
特
別
賞
・
:
成
田
星
児

(野
)
O
金
賞
:
・長
尾
徹
也
(松
)

O
銀
賞
・
:
伊
藤
恵

(野
)

O
銅

賞・・・
片
岡
恒
誠
、
長
尾
優
紀
(以

上
松
)
、
須
藤
陽
介
(
野
)
O
佳

作
:
・石
岡
信

(野
)、
長
尾
優
樹

(松
)、
阿
部
道
、
工
藤
孝
行
(以

上
羽
)

三
年

O
特
別
賞
:
・石
岡
卓
也

(野
)
O金
賞
・
:白
戸
信
和
(
野
)

O
銀
賞
:
・三
上
美
歩
(
羽
)

O

銅
賞
・
:
小
笠
原

一
成

(羽
)、
長

尾
武
也
、
長
尾
政
人
(
以
上
野
)

O
佳
作
:
・
横
嶋
里
奈

(松
)、
阿

部
真
弓
、
阿
部
絵
美
(
以
上
羽
)、

土
岐
伸
子

(野
)

@
作
品
の
展
示

マ
期
日

七
月
五
日

1
七
日

マ
場

所

丸

友
デ
パ

ー
ト
五
階



問
わ
れ
る
と
、
今
で
は
自
分
の
 

私
の
風
景
 

「路
地
の
た
た
ず
ま
い
」
 

市
内
の
好
き
な
風
景
は
？
と
 
住
ん
で
い
る
所
か
ら
見
渡
す
、
 

四
方
の
山
々
の
眺
め
が
、
そ
れ
 

ー
こ
こ
が

好
き

て
す
 

竹
 

内
 

博
さ
ん
 

（
市
内
松
島
町

七
丁
目

四
四
）
 

ぞ
れ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
優
劣
つ
け
難
い

存
在
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
街
並
に
目
を
転
ず

る
と
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
近

代
的
な
ビ
ル
が
立
ち
、
昔
の
面

影
が
ひ
と
つ
ず
つ
消
え
去
ろ
う

と
し
て
い
る
。
 

昨
日
ま
で
の
価
値
あ
る
風
情

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
今
朝
に
は
無

価
値
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
 

そ
う
し
た
中
で
、
子
供
の
頃

か
ら
変
る
こ
と
な
く
、
ひ
な
び

た
軒
先
に
、
年
代
物
の
色
の
く

す
ん
だ
暖
簾
を
、
周
囲
の
都
会

派
的
な
建
物
の
谷
間
で
、
か
た

く
な
に
守
っ
て
い
る
店
が
あ
る

路
地
。
昔
と
だ
い
ぶ
趣
き
が
変

っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
過
ぎ

し
日
の
思
い
出
を
呼
び
さ
ま
し

て
く
れ
る
こ
の
通
り
が
、
今
で

は
最
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
 

平成 3 年（1991年）7 月1日 広報ごしょがわら 	 （第738号）⑥ 

（仮称）株式会社昭伸精工津軽工場 

幹部社員募集 
職 	名 募集人員 年 	令 学 歴 月 	収 

工 場 長 

総務・庶務・人事 

課長待遇 

男子 	1 名 
30~35歳位 短大・専門卒 25万～30万 

女性事務員 

一 般 事 務 
女子 	2 名 18~25歳位 高 卒 以 上 14万～ 18万 

機 	械 

技 	術 	者 
男子 	12名 20~27歳位 高 卒 以 上 14万～27万 

設 	計 

技 	術 	者 
男女問わず 2 名 2 0-2 7歳位 高 卒 以 上 14万～27万 

レ昇給 年1回 ン賞与 年 2 回 

レ家族手当 配偶者12,000円・子一供ーメ、3,000 

円 

レ住宅手当 世帯主11,000円・その他 5,000円 

ン通勤手当 全額支給 

レ福利厚生 社員旅行、加入保険一健保、厚生、 

雇用、労災、退職手当 

レ勤務時間 AM8 日寺30分～I型 5 時00分 

レ休日休暇 日曜日、祝祭日、第 2 土曜日、年  

末年始、 ゴールデンウイーク、夏季休暇、有

給休暇（年 6 日以上20日までト） 

レ応募締切 7 月31日 

※ご希望の方は、履歴書を五所川原公共職業安

定所へ持参のうえ、安定所より紹分 犬を項き、 

市総務部工業振興対策室（廿（③5)2111番内線 2 
90番）へ提出してください。 なお、面接日

及び面接場所は追ってご連絡いたします。 

(第738号)⑥

市
内
の
好
き
な
風
景
は
?
と

間
わ
れ
る
と
、
今
で
は
自
分
の

住
ん
で
い
る
所
か
ら
見
渡
す
、

四
方
の
山
々
の
眺
め
が
、
そ
れ

私
の
風
景
ー
こ
こ
が
好
き
で
す

竹

「
路
地
の
た
た
ず
ま
い
」
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内

博

さ

ん

(市
内
松
島
町
七
丁
目
四
四
)

ぞ
れ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
優
劣
つ
け
難
い

存
在
で
あ
る
。

し
か
じ
、
街
並
に
同
を
転
ず

る
と
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
近

代
的
な
ピ
ル
が
立
ち
、
北
H

の
面

影
が
ひ
と
つ
ず
つ
消
え
去
ろ
う

と
し
て
い
る
。

昨
日
ま
で
の
価
値
あ
る
風
情

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
今
朝
に
は
無

価
値
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
子
供
の
頃

か
ら
変
る
こ
と
な
く
、
ひ
な
び

た
軒
先
に
、
年
代
物
の
色
の
く

す
ん
だ
暖
簾
を
、
周
囲
の
都
会

派
的
な
建
物
の
谷
間
で
、
か
た

く
な
に
守
っ
て
い
る
庖
が
あ
る

路
地
。
普
と
だ
い
ぶ
趣
き
が
変

っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

過
ぎ

し
口
の
忠
い
出
を
呼
び
さ
ま
し

て
く
れ
る
こ
の
通
り
が
、

A
7
で

は
最
も
気
に
入
っ
て
い
る
。

(仮称)株式会社昭伸精工津軽工場

幹部社員募集
司被 名 募集人員 年 メ1合3、 学歴 月 ヰ又

工場 長 謀長待遇

総務 ・庶務・人事 男子 l名
30~35歳位 短大・専門卒 2 5 万~30 万

女性事務員
女子

一 般 事 手芳
2名 1 8~25歳位 品卒以上 1 4 万~ 18万

機 f成
男子

J支 体T 者
1 2名 20~27 歳位 品卒以上 1 4 万~ 27 万

きH又Jt. 計
男女間わず

技 fホ3 者
2名 20~27 歳位 高卒以上 1 4 万~27 万

ーーーーよー

末 年 始 、 ゴ ー ル デ ンウ ィー夕、夏季休暇、有

給休暇(年 6日以上20日ま で)

1>応募締切 7月31日

※ ご希望の方は、履歴書を五所川原公共職業安

定所へ持参のうえ、安定所より紹介状を項き、

市総務部工業振興対策室 (晋⑮ 2111番内線2

90番)へ提出してください。 なお、面接日

及 び 面 接 場 所 は 追って ご連 絡 い た し ま す。

1>昇給 年 1回 仁〉賞与 年 2回

1>家族手当 配偶者12，000円 ・子供一人 3，000

円

1>住宅手当 世帯主11，000円・その他 5，000円

1>通勤手当 全額支給

1>福利厚生 社員旅行、加入保険健保、厚生、

雇用、労災、退職手当

1>勤務時間馴 8 時30分~P.M 5時00分

1>休日休暇 日臨目、祝祭日、第 2土曜日、年



7月 夏休み 

落雷にこ注意 
（財）東北電気保安協会 

ふみ づき 

7 月（文月） 暮しと電気安全 

、
 

雷
が
鳴
り
出
し
た
ら
 

い
ち
早
く
安
全
な
場
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
 

津
軽
ア

ス
ナ

口
五
所

川
原

支
部
 

妻

つ
れ
て
遂
に

来
た

り
る

明
日
香
路
や
 

老
い

の
眼
に

熱
し

一
木

一
草
 

大
沢
 

寿
夫
 

身
の
め
ぐ

り
真
白
き

梨
の

花
さ
き

て
噂
 

き
こ
え

く
る
わ
が

地
獄
耳
 山

谷
 
久

子
 

グ
ラ
ン
ド

で
み
ん

な
と
遊
ぶ

雪
が
っ

せ
 

ん
今

日
は
顔
に

も
足
に

も
あ

た
る
 

赤
坂
久

美
子
 

生
徒
ら
は

風
と
も

な
い

て
帰
る
ら
し

日
 

暮
れ

の
街
に

鼓
動
激
し

く
 市

田
勝
一

郎
 

パ
チ
ン

コ
に
通
勤
者

の
ご

と
通

う
人

の
 

思
惑
を

吾

の
解
し
か

ね
て
お

り
 

青
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山
項
を

目
指
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ゆ
く
と
き

吾
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顔
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ゆ
く
雲
の
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な
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リ
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に
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の
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を
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え
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と
は
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ぐ
子
供
ら
 

荒
谷
 

勝
衛
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第2回ごしょがわら牧場・花菖蒲せせらぎまつり 

期日 催 	し 	物 時 	間 

6 日 

（羽 

開 	会 	式 10 : 00 

毘沙門小鼓笛隊演奏 ii : 00-- 

漆川獅子舞・登山ばやし 12: 30-14 : 00 

7 日 

（日） 

子 供 声 よ し 大 会 
10: Oo-ii: 30 
受付 
9 : 00-- 

民謡公演（滝栄会） 12 : 30-14 : 00 

牛の体重当てク イ ズ 
13 : 00- 
発表 	15:00 

6 日 

（わ 
i 

7 日 

（日） 

月鍋サービス（先着500名） ii : 30-13 : 00 

ポニーに乗ってみよう 
6 日 	11 】 00- 
7 日 

遊 “ 覧 	バ 	ス 6
7
 

日
日
 

1
1
 
1
0
 
0
0
 
0
0
 

一
 
一
 

親 子 宝 探 し 大 会 14 : 00-15 : 00 

賛珠の山なみを背景に、今、30,000本の花菖蒲が咲 

きほこる。 

初夏の風をいっばい受けて、のんびりと草を食む、 

牛達の群れ。 

Dとき 平成 3 年 7 月 6 日（土）~7 月14日（日） 

	

レところ．広域新農業センター（毘沙門） 	 期日 催 し と 

	

→一一z一日ョごョ、［ョ日ルム‘日 ノ ． 、 	 開 	会 
・iii営毘沙門牧場 	（ ク ） 	 一『→ I7T」 	一、 ’ー 一 一ー ー ’ 一 ’ノ、 ～  

レ主催 ごしょがわら牧場、花菖蒲せせらぎま 

つり実行委員会 	 漆川獅子舞・登山I 

レ間い合せ 広域新農業センター（云37- 2104) 
、”ー ,」ー IrI="4,肩巨三工ー／~7 り。』,ユ1エ、 ノ、 	 子 供 声 よ し 
当日は臨時電話（37- 3841番）へ。 	 」 j,c ). d、 '- 

, 

『市民絵画教室』ノ＼どうぞ 

今年も、当市出身の伊藤止規画伯を講師にお「 

招きして 『市民絵画教室』 を開催します。 

レとき、7 月30日（火）-8月 1 日（木）の 3 日間 

共に、午前10時～午後 3 日寺まてな 

レところ 市立図書館二階 

ン講師 伊藤正規画伯（梅田出身、日展会員、 

光風会評議員、 日本美i府家連盟会員） 

レ内容 ，羊画、水彩画、素描 

レ受講料 無料、ただし、用具等は各自持参の 

こと 

ン参加対象 中・高校生、一般 

D申し込み 7 月24日（水）まてネ 

市教育委員会・社会教育課（内線250) 

短
 

(第738号)広報ごしょがわら⑦平成 3年(1991年)7月1日

第2回ごしょがわら牧場・花自蒲せせらぎまつり

期日 4桜 し 物 目、子 陪1

l銅 ~ 三 式 10: 00 
6 B 

毘沙門小鼓笛隊演奏 11 : 00-Lω 
漆川獅子舞・登山ばやし 12: 30-14 : 00 

10: 00-11 : 30 
子供声よし大会 受付

7 U 
9: 00-

(日) 民謡公演(滝栄会) 12: 30-14 : 00 

牛の体重当てクイズ
13: 00-
発表 15 : 00 

牛鍋サービス(先若500名) 11 : 30-13 : 00 
6 IJ 

6臼 11 : 00-w ポニーに乗っでみよう
7 H 9: 00-

7 U 遊 ‘覧 ノ、 ス 6日 11 : 00-

(口)
7日

親 子 宝 探 し大会 14: 00-15 :∞ 

焚珠の山なみを背景に、今、 30.000本 の 花 菖 蒲 が 咲

きほこる。

初夏の風をい っぱい受けて、

牛達の群れ。

[>とき 平成 3年 7月 6日(土)-7月14日(口)

[>ところ・ 広域新農業センター(毘沙門)

・市営毘沙門牧場 ( // ) 

[>主催 ごしょがわら牧場、花菖蒲せせらぎま

つり実行委員会

[>問い合 せ 広域新農業センター(宮 37-2104)

、~I::Iは臨H二千電話 (37-3841醤) へ。

のんびりと草を食む、

7月(文月) 暮しと電気安全

雷
が
鳴
り
出
し
た
ら

い
ち
早
く
安
全
な
場
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う

落雷にご注意
(財)東北電気保安協会

7月.

『市民絵画教室』ヘどうぞ
今年も 、当市出身の伊藤正胤画伯を講師にお

招きして「市民絵画教室』を開催 します。

[>とき 、7月30日(火)-8月 1rI (木)の 31::1 IlH 

共に、午前10時~午後 311、子まで

[>ところ 市立凶古館二階

じ〉講師 伊藤正規画伯(梅凹出身、 FI展会員、

光風会評議員、日本美術家連盟会員)

[>内容 洋画、水彩画、素描

[>受講料 無料、ただし、用共等は各円持参の

こと

[>参加対象 中 ・高校生、一般

じ〉 申し込 み 7月24円(水)まで

市教育委員会 ・社会教育諜(内線250)
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老齢福祉年金を 

受けているみなさん 

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年
四
月
と
八
月
の

年
金
を
受
け
取
っ
た
時
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平成 3 年（1991年）7 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第738号）⑧ 

市民プールが開設されます 
レ開設日 7 月 3 日～ 8 月31日 （ 8 月13日はお

盆のため臨時休場とします）ーただし、天候

等により遊泳できないときは休場しますー 

レ利用料金 

区 	分 一 	般 高校生 幼
中
 
児
学
 
司

生
 

共
 

［
 
 

固
 
人
 

 1
 
回
  

206円 103円 51円 

回 	数 	券 
(6回） 1,030円 515円 257円 

回
  団 	体 

(30人以上1人1回） 103円 51円 25円 

専
 

用
 

午
田
 
前

0
 

一
 
。

乙
  
0
 
0
 
0
 

 

3,090円 

午 後 
(1 : 00- 6 : 00) 4,120円 

1ー
 
日

0
 

一
 

(b
  

q
J
 
0
 
0
 
0
 

 

6,180円 

コインロッカー（ 1回） 10円 

す。 

※注意事項 

①小学校 3 年生以下の児童及び幼児については、 

成人の付・添いが必要です。（付喝訊、1人につき、 

あみもの（かぎ針あみ） 
技術講習会 

レ対象 かぎ針あみに奥 fl未を才三コ,もちの方、 また 

は就業に役立てたい方 

レ内容 かぎ針あみの基礎と円座のつく り方 

レ日時 7 月10日～16日 （土・日を除く） 

午前 9日寺30分～午後12時30分 

D場所 市働く婦人の家 

r、受講料 無半~ 

レ持参するもの かぎ針（ 6 ・ 7 号）、糸きりば 

さ‘lメ、 ものさし 

レ申し込み先 県婦人就業援助センター五所川 

原駐在所（働く婦人の家内廿③）8898番）  

子供 2 人まで） 

②幼児は、幼児専用プールをご利用ください。 

③着替え等については、 コイ ンロッカーをご利 

用くださ・い。 

④プールに入る前に準備体操とシャワーの使用 

をお忘れなく。 

（心臓マヒや、筋肉のケイレンを防止しますJ 

⑤ちょっとのいたず’らが大きな事故のもとにな 

ります。 

プールの中で悪ふざけはいけません。 

⑥水泳で50m泳いだ時の疲労度は、陸上競技の 

lOOm 競争に医三敵するといわれています。 

15分水泳を楽しんだら 5 分間の休憩を必ず 

とりましょう。 

⑦飛び込みは、一切禁止しています。 

⑧プールでは、必ず監視人の指示に従ってくだ 

さい。 

⑥お間い合わせ先 

五所川原市教育委員会社会教育課 

（内線248) 

平成3年度警察官(A)採用試験実施 

レ受験資格 昭和39年 4 月 2 日～昭和45年 4 月 

1 口まで生れた男子で、学校教育法による大

学の学部を卒業した者、又は平成 4年 3 月31 

までに卒業見込みの者（人事委員会が、同等

の資格があると認めた者を含む） 

レ受付期間 6 月17日（月）~7 月16日（火） 

レ第一次試験 7 月28日（日）午前 9 時 青森商業

高校 教養試験（ 5 技択一式） 2 時間30分、 

身体検査、体力検査 

レ詳細 五所川原警察署廿電う)2141番 

国有林の分収育林で 
あなたも 「緑のオーナー」 になってみません 

か。 

契約の時、 1ロ当たり50万円を負担するだけ 

で、あとは営市木署が責任をもって手入れをし、 

立木を販売した時、その収益を配分します。 

レ募集箇所 市内飯詰山国有林内 

レ樹種・樹齢 すぎ（一部ヒバ）、31年 

レ契約期間 25年間 

レ募集［コ数 8 口 

レ募集期間 9 月 7 日まて、 

※詳しいことは、金木営林署総務課庶務係（h 

国）3115番）へどうぞ。 

〇利用者は、つり銭のいらぬようご準備願いまつり銭のいらぬようご準備願いま 

(第738号)⑧

市民プールが開設されます

広報ごしょがわら平成 3年(1991年)7月 1日

子供 2人まで)

②幼児は、幼児専用プールをご利用 ください。

③石替え等については、コインロッカーをご利

用 ください。

④プールに入る前に準備体操と シャワーの使用

をお忘れなく。

(心 臓 マ ヒ や 、 筋 肉 の ケ イ レ ンを防止します。)

⑤ちょっと のいたずらが大 きな事故のもとにな

ります。

プー ル の 中 で 悪ふざけはいけません。

⑤ 水泳で、50m泳いだ時の疲労度は、 陸上競技の

100m競争に匹敵するといわれていま す。

15分水泳を楽しんだら 5分間の休憩 を 必 ず

とりましょう。

⑦ 飛び込みは、 一切 禁 止 し て い ま す。

③プー ルで は、 必ず 監視 人の 指示 に従ってくだ

さしミ 0

0お 問 い 合 わ せ 先

五所川原市教育委員会社会教育課

(内高泉248)

じ〉開設日 7月 3日-8月31日 (8月13日はお

盆のため臨時休場とします)ーた だし、天候

等により 遊泳できないときは休場しま すー

[>利用料金

区 分 般 高校生
幼児、小、
中学生

{悶 人

共
( 1回)

206円 103円 51fI1 

回 数券
( 6回)

1，030円 515円 2571''-1 

同

団(30人以上1人l回体) 103円 51円 25fTI 

専
午(9:前00-12: 00) 3，090円

午(1:後00-6 : 00) 4，120円

用
l 日
(9 : 00-6 : 00) 6，180円

コインロッカー(1回) 10円

平成3年度警察官(A)採用試験実施

0利用者は、 つり銭のいらぬようご準備願いま

す。

※注意事項

① 小 学校 3年生以下の児童及び幼児については、

成人の付添いが必要です。(付添い 1人につき、

あみもの(かぎ針あみ)
技術講習会 [>受 験 資 格 昭和39年 4月 2日~昭和45年 4月

1日まで生れた男子で、 学校教育法による大

学の学部 を 卒 業 し た 者 、 又 は 平 成 4年 3月31

までに卒業見込みの者(人事委員会が、同等

の資格があると認めた者を含む)

[>受 付 期 間 6月17日(月)-7月16日伏)

[>第一次試験 7月28日(日)午前 9時 青森商業

高校教養試験(5技択一 式) 2時間30分、

身 体検 査、 体力 検査

[>詳細 五所川原答察署君⑮ 2141番

[>対象 かき、金十あみに興味をおもちの方、

は就業に役立てたい方

[>内容 かき、、針あみの基礎と円座のっく り方

[>日時 7月10日- 16日 (土 ・日を除く)

午前 9時30分 ~午後12時30分

[>場所市 働 く婦人の家

[>受講料無料

[>持参するもの かぎ針(6 ・7号)、糸きりば

さみ、ものさし

[>申し込み先 県婦人就業援助センタ一五所川

原駐在所(働く婦人の家内宮⑮ 8898番)

また

国有林の分収育林で
あなたも「車求のオーナー」

ヵ、。

契約の時、 1口当たり 50万円を負担するだけ

で、あとは営林署が責任をもって手入れをし、

立木を販売した時、 その収益を配分します。

じ〉募集箇所 市 内飯 詰山 国有 林内

じ〉樹種・樹齢 すぎ(一部ヒノ{)、 31年

[>契約期間 25年間

じ〉募集口数 8口

じ〉募集期間 9月 7日 まで

※詳しいことは、金木営林署総務課庶務係

⑬3115番 )へどうぞ。
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「あすなろ大太鼓」の打ち手に 

参加しませんか．ノ 
五所川原 「虫おく りと火まつり」 に於て、「あ 

すなろ大太鼓」 は、多くの観光客の期待に応5 え 

るうえで、欠かせないものとなっています。 

「虫おく りと火まつり」 は、五所川原市民総 

参加のまつりです。 

市民の皆さん、あなたも 「あすなろ大太鼓」 

の打ち手になって、 まつりをいっそう楽しいも 

のにしましょう。 

レ練習日 7 月29日～ 8 月 2 日 

（午後 5 時30分～午後 7 時、市立図書館前） 

レ募集人員 20名（男女とも健康な方） 

レ経費等・出演半斗は支給しません。 

．ハッフ。は貸与一します。 

・足袋、草履、 ショートパンツ、軍手、 

サラシ、豆しぼりは支給します。 

ン申し込み締切日 平成 3 年 7 月19日（金う 

レ間い合せ 商工観光課（内線260) 

料理教室 

『200ボルトクラス開催 

ご婦人に大人気の200ボルト機器を使 

用した沫斗理教室とに参加してみませんか。 

レとき A 7 月16日（火）・ 8 月20日（火） 

9 月10日（火） 

B 7月18日（木）・ 8 月21日（水） 

9 月13日（金） 

A ・B とも10時～13時まて、。 メニコーー 

も同じて各す。 

レところ 東北電力妹）五所川原営業所 

（五所川原市字田町113-1) 
レメニュー さけずし、小菊蒸し、ジャ 

ンローコッ クオーノぐン 

レ教材費 1,500円（ 3 回分） 

ンお申し込み 7月12日（金）お電話でどうぞ。 

お客さまサービス課”（⑩21 51内線363 

§稽じ売 
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市民の皆さん 

一一／ 

ニフ＝ンーーー ト→～ンgて-\ ---- -. -i------ ' 

⑨平成 3 年（1991年）7 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第738号） 

戦没者の遺族の皆さんへ 
戦没者等の遺族（戦没者等死亡当時の 3 親等

内の親族）で、次の要件を満たす方に特別弔慰

金（額面18万円の国債） が支給されます。 

①昭和60年 4 月1日から平成元年 3 月31日の間

に、公務扶助料、遺族年金等の受給権者が遺

族内にいなくなった方。 

②昭和60年 4 月 2 日から平成元年 4 月1日の間

に、戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰

金の受給権を取得した方。 

※平成 4 年 6 月27日が請求期限となっています

ので、請求手続きがまだお済みでない方は、 

市民課にお間い合わせください。（内線26の 

危険物取扱者試験の実施 
4' 

レ試験日 8 月18日（日） 

レ会場 青森工業高等学校 

レ対象 一般 

レ種別 乙種第 4 類 

レ受イ寸期間 7 月 3 日～10日 

※願書は消防本部（”③5)2019番） にあります。 

⑥事前講習会 

レ講習日 8 月 2 日～ 3 日午前 9 時～午後 5 日寺 

レ会場 iIi中央公民館 2 階会議室 

※詳しいことは、木村石油（”⑨3165番）へ 

特別保証制度のごあんない 

市では、地域中小企業者の近代化と経営安定 

のため、県信用保証協会と協調して特別保証制 

度を実施しています。大いに活用してください。、 

簡易小口資金 近代化資金 

保証限度 500万円 2,000万円 

期 	間 5 年以内 7 年以内 

利 	率 年率8.70％以内 年率8.70％以内 

保証料 年率0.95% 年率0.95% 

※詳しいことは、県信用保証協会五所川原支所 

（廿（吾 S)41 21番）へ。 

ねぷた作りに参加しませんか 
―市役所職員互助会― 

只今、ねぷた製作中です。 紙貼り、着色等、 

誰にでもできる楽しい作業です。 皆さんの参加

をおi寺ちしています。 

レ製作しているところ 市民文化会館うしろ

レ日寺間 午後 5 日寺-9時 

レ間い合せ 土木課 平山（内線227) 

⑨平成 3年(1991年)7月 1日 広報ζ しょがわら (第738号)

市民の皆さん

「あすなろ大太鼓」の打ち子に
参加しませんか/

五所川原「虫おくりと火まつり」に於て、「あ

すなろ大太鼓」は、多くの観光客の期待に応え

るうえで、欠かせないものとなっています。

「虫おくりと火まつり」は、五所川原市民総

参加のまつりです。

市民の皆さん、あなたも「あすなろ大太鼓」

の打ち手になって、まつりをいっそう楽しいも

σコにしましょう。

じ〉練習日 7月29日- 8月 2日

(午後 5時30分 ~午後 7時、市立図書館前)

1>募集人員 20名(男女とも健康な方)

1>経費等・出演料は支給しません。

-ハップは貸与します。

-足袋、草履、ショートパンツ、軍手、

サラシ、豆しぼりは支給します。

1>申し込み締切日 平成 3年 7月19日(鉛

1>問い合せ 商工観光諜(内線260)

料理教室

['200ボルトクーラフ、』開催

ご婦人に大人気の200ボルト機器を使

用したミ料理教室ミに参加してみませんか。

1>と き A 7月16日(火)・ 8月20日仏d

9月10日仇)

B 7月18日(木). 8月21日(水)

9月13日(i)

A.Bとも 10時 -13時まで、。メニュー

も同じです。

1>ところ 東北電力 側五所川原営業所

(五所川原市字田町113-1)

1>メニュー さけずし、小菊蒸し、ジャ

ンローコックオーノfン

1>教材費 1.500円(3回分)

1>お申し込み 7月12日幽お電話でどうぞ。

お客さまサービス諜ftQ号2151内線363

戦没者の遺族の皆さんへ
戦没者等の遺族(戦没者等死亡当時の 3親等

内の親族)で、次の要件を満たす方に特別弔慰

金 ( 額 面18万円の国債)が支給されます。

①昭和60年 4月 1日か ら平成元年 3月31日の間

に、公務扶助料、遺族年金等の受給権者が遺

族内にいなくな った方。

② 昭和60年 4月 2日か ら平成元年 4月 1日の間

に、戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰

金 の 受 給 権 を 取 得 し た 方。

※ 平成 4年 6月27日が請求期限となっています

ので、請求手続きがまだお済みでない方は、

市民 課に お問 い合 わせ くだ さい。(内線262)

危険物取扱者試験の実施
1>試験日 8月18日(口)

1>会場 青 森 工 業 高 等 学 校

1>対象 一般

1>種別 乙 種 第 4類

1>受 付 期 間 7月 3日-10日

※願書 は消防本音15 (官⑮ 2019番)にあります0

0事前講習会

1>講習日 8月 2日- 3日午前 9時 ~午後 5時

1>会場 市 中 央 公 民 館 2階 会 議 室

※詳しいことは、木村石油(ftQ予3165番)へ

特別保証制度のごあんない

市では、地域中小企業者の近代化と経営安定

のため、県信用保証協会と協調し て特別保証制

度を実施 し て い ま す。大いに活用し てください。

簡易小口資金 近代化資金

保証限度 500万円 2，000万円

期 間 5年以内 7年以内

キIJ 主幹 年率8.70%以内 年率8.70%以内

保証料 年率0.95% 年率0.95%

※ 詳 し い こ と は 、 県 信 用 保 証 協 会 五 所 川 原 支 所

(ft⑮ 4121番) へ。

ねぷた作りに参加しませんか
一市役所職員互助会一

只今、ねぷた製作中です。紙貼り、着色等、

誰にでもできる楽しい作業です。皆さんの参加

をおf寺ちしています。

じ〉製作しているところ 市民文化会館うしろ

1>時間 午後 5n寺- 9時

1>問い合せ 土木諜王子山(内線227)



ほけんだより唆竺111 

この欄の問い合わせ禽纂鷲72 

胃・大腸がん検診のお知らせ 

実施 日 実 	施 	会 	場 

7 月 8 日（月） 
コミュニテイセンター飯詰 

7 月 9 日因 

7 月10日（加 高 野 文 化 セ ン タ ー 

7 月11日（村 コミュニテイセンター七和 

7 月12日（劃 コミュニテイハウス原子 

※この検診は、すでに受診申し込みをされた方

のみが対象となっていますのでご注意下さい。 

人の命を救う 

「愛の献血」にこ協力を 

期 日 時 	問 場 

7 月25日 

（木） 

午前10時から 
午前11時30分まで 

五所川原市農協二好支所前 
（日赤奉仕団三好分団協賛） 

午後 0時30分から
午後 2 時30分まで 

東北電力五所川原営業所前 

午後 3 時から 
午後 4時まで 

ホテルサンルート 
五所川原前 

全国ー斉「愛の血液助け合い運動」実施中 

あなたです きれいな街を 
つくるのは 

みんなの健康教室 

レ日 時 

7 月26日（金）午後 1時 

レ場 所 

市保健センター 

D講 師 

土佐典夫先生（白生会胃腸病院副院長） 

レテーマ 胆石の体外衝撃波破砕療法 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

交通マナー・アップ青森’91 運動 

7月lII現在で調査が行われています 

事業所統計調査●商業統計調査 
調査票の記入はもうお済みですか。ただ今、調査員が回収に伺っ 

ています。ご協力をお願いします。 

企画調整課・統計調査係 

扇風機は使用前に 
必ず自己点検を 

そろそろ扇風機が活躍する季節。 安全に使う

ため、十分な点検を行いましょう。 羽根の回転

や、モータ部の熱、ニオイ、音などに異常があ

ったら、次のチェックを0 プラグが抜けていな

いか、 タイマーツマミが 「匂力 になっていない

か、 ガードが変形していないか、 ガードや羽根

の取り付けがゆるんでいないか、 など。 それてる

も異常があれば、発煙・発火の恐ぐれがあります

ので、すぐにプラグを抜いて使用を中止してく

ださい。 再使用の際には必ず販売店等にご相談

ください。 

/―飲んで乗る あなたは天国 家族は地糾Th 

交通安全は家庭から 

（平成3年） 

県内の交通事故概況 

青森県交通対策協議会 
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（期間 6 月 I II ll月30日） 

運動の重点 

①飲酒、暴走運転の追放 

②若年運転者、高齢者等の事故防止 

③シートベルトの正しい着用の徹底 

	シートベルト しめる心が 身を守る 

みんなの迷惑 不法投棄は 

やめましょう 

平成 3 年（1991年）7 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第738号）⑩ 平成 3年(1991年)7月1日 広報ごしょがわら (第738号)⑩

ほけんだより市25111

この欄の問い合わせ諜宏君72

胃・大揚がん検診のお知らせ

実施日

7月8日(月)

7月9臼伏)

7月10日(亦)

7月11日(木)

7月12日幽

実 h、
2ス施 士易

コミュニティセンター飯詰

高野文化センター

コミュニティセンタ一七和

コミュニテ ィハ ウス原チ

※この検診は、すでに受診申し込みをされた方

のみが対象 となってい ますのでご注意下 さし、。

人の命を救う

「愛の献血」にご協力を

期日 i時 間 場 所

午前10時から 五所川原市農協ニ好支所前
午前11時30分まで (日赤奉仕団三好分団協賛)

7月25日 午後0時30分から
東北'屯力五所川原営業所前

(木) 午後2時30分まで

午後3時から ホテルサンルート

午後4時まで 五所川原前

全国一斉「愛の血液助け合い運動」実施中

+」。

を
の

街
る

な
く

い
つ

れキ
Cすでたなあ

みんなの健康教室

f>日時 t{T':，匹?弓

7月26日i:)午後 1[J寺 卜手合ヲナ¥
f>場所 i t(" ν 
市保健セ ンター ιL_Y 

f>講師 ..-... ι 

土佐典夫先生(白生会FI脇病院副院長)

f>テーマ 胆 石の体外衝唯波破砕療法

f>主 催 北 五医師会 ・市保健協議会

扇風機は使用前に
必ず自己点検を

そろそろ扇風機 が活脳す る季節。安全に使う

ため、 卜う子な

や、 モ一夕f剖守到祁|日1の熱、ニオイ 、音 な ど に 異 常 が あ

ったら 、次のチェックを。プラグが抜けていな

いか、タイマーツマミが「切」にな って いない

か、 ガ ー ド が 変 形 し て い な い か、 ガードや羽根

の取り付けがゆ るんでいないか、など。それで

も梨常があれば、発煙・発火の恐れがあります

ので、す ぐ に プ ラ グをJ友い てf吏聞 を中」上 してく

ださ し当。 再使用の際には必ず販売庖等にご相談

ください。

飲んで乗るあなたは天国家族は地獄 、

5 月 ~計 飲酒運転 による死者 7 

予告 705 2.981 7E 必I'fl 義務省

生 (648) (2、618)者 シ(省けなければならない人)
24 

予E 13 49 
の l

非 J空 間 者ト
者 ( 10) ( 47) 7 I /ミ (省けていなかった人)

22 

{者話
863 . 3.629 

ちル
| うち 省け 川ぱト

(784) (3.278) 助かったと思われる人 2 

)はliiJ年。累計は lflから

|交通マナー・アップ青森， 91運動 |

ンー卜ベルト しめる心が身を守る

みんなの迷惑 不法投棄は

やめましょう

! 7月1日現在で調査が行われています

事業所統計調査・商業統計調査
調査票の記入はもうお済みですかD ただ今、調査員が回収に伺っ

ています。ご↑高力をお車買いします。

企画調整課・統計調査係


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010

